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調査の概要 

１ 医療施設調査 

(1) 調査の目的 

 この調査は、全国の医療施設（医療法（昭和23年法律第205号）に定める病院・診療所）の分布及び整備

の実態を明らかにするとともに、医療施設の診療機能を把握し、医療行政の基礎資料を得ることを目的とす

る。 

(2) 調査の沿革 

 この調査は、昭和23年に行われた「施設面からみた医療調査」を前身としており、昭和28年に統計法（昭

和22年法律第18号）に基づき医療施設調査規則（昭和28年厚生省令第25号）を定め、指定統計（第65号）

となった。 

 昭和47年までは毎年調査していたが、昭和48年に医療施設調査規則の改正を行い、全医療施設の詳細な

実態を把握することを目的とした「医療施設静態調査」（以下「静態調査」という。）を昭和50年から３年

ごとに実施するとともに、医療施設から提出される開設・廃止等の申請・届出に基づき「医療施設動態調査」

（以下「動態調査」という。）を毎月実施することとし、現在に至っている。 

 なお、昭和56年までは12月末現在で調査していたが、昭和59年からは10月１日現在で調査している。 

(3) 調査の種類、期間及び期日 

動態調査は、静態調査の結果に医療施設の開設、廃止等の状況を順次加減し、医療施設の状況を把握する

ものであり、平成15年10月１日から１年間の調査である。 

(4) 調査の対象 

 動態調査は、開設・廃止等のあった医療施設。 

 医療施設には、往診のみの診療所、沖縄県における介輔診療所を含むが、助産所、介護老人保健施設、保

健所は除く。 

(5) 調査の事項 

 施設名、施設の所在地、開設者、許可病床数、その他関連する事項 

(6) 調査の方法及び系統 

 動態調査は、開設・廃止等の申請・届出に基づいて、都道府県知事又は保健所を設置する市・特別区の長

が動態調査票を作成し、厚生労働大臣に提出する。 

 

 厚生労働省       都道府県                 病院・診療所 

                  保健所設置市・特別区      診療所 

(7) 結果の集計 

厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。 

 

 

２ 病院報告 

(1) 報告の目的 

 全国の病院、療養病床を有する診療所における患者の利用状況及び従事者の状況を把握し、医療行政の基

礎資料を得ることを目的とする。 

 

(2) 報告の沿革 

 この報告の前身は、昭和20年10月に発足した「病院週報」であるが、昭和23年６月に週報から月報に改

めるとともに、同年11月に医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）を定めて報告の根拠を明確にし、

昭和24年より医療法に基づく報告とした。 
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 昭和29年には医療法施行規則の改正により名称を「病院報告」に改め、統計報告調整法（昭和27年法律 

第148号）に基づく承認統計調査とし、更に昭和48年からは従事者票を追加し、平成10年からは療養型病

床群（現「療養病床」）を有する診療所からも報告を求めることとしている。 

なお、平成13年３月から報告の根拠は医療法施行令（昭和23年政令第326号）となった。 

 

(3) 報告の種類、期間及び期日 

 患者票 （毎月報告）       平成16年１月１日～12月31日 

 従事者票（病院のみ 年１回報告） 平成16年10月１日現在 

 

(4) 報告の対象 

 全国の病院、療養病床を有する診療所 

 

(5) 報告の事項 

 患者票    在院患者数、新入院患者数、退院患者数、外来患者数等 

 従事者票   医師、歯科医師、薬剤師、看護師等の数 

 

(6) 報告の方法及び系統 

患者票    病院及び療養病床を有する診療所の管理者が作成し、厚生労働大臣に提出する。 

従事者票   病院の管理者が作成し、厚生労働大臣に提出する。 

      

 厚生労働省      都道府県        保健所       病院・診療所 

               保健所設置市・特別区            

(7) 結果の集計 

 厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。 

 

 

３ 利用上の注意  

(1) 表章記号の規約 

 計数のない場合                                                         － 

 計数不明又は計数を表章することが不適当な場合                       … 

統計項目があり得ない場合                                               . 

比率等でまるめた結果が表章すべき最下位の桁が１に達しない場合    0.0   

減少数又は減少率を意味する場合                                          △ 

(2) 平成13年３月の「医療法等の一部を改正する法律」の施行により、「その他の病床」（療養型病床群を含む。）

は「療養病床」及び「一般病床」に区分され、経過措置期間満了後の平成15年９月から病床の種別は「精神

病床」、「感染症病床」、「結核病床」、「療養病床」及び「一般病床」に改められた。   

(3) 結果の概要に掲載の数値は、四捨五入をしているため、内訳の合計が｢総数｣に合わない場合がある。 

(4) 結果の概要で人口10万対比率算出のために用いた人口は、総務省統計局発表「平成16年10月１日現在総務

省推計人口（総人口）」である。なお、14 大都市及び中核市については、東京都、各指定都市及び各中核市

が推計した平成16年10月1日現在の総人口である。 
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４ 用語の説明 
 
(1) 医療施設の種類 

病院 

 医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所であって、患者20人以上の入院施設を有するもの 

一般診療所 

 医師又は歯科医師が医業又は歯科医業を行う場所（歯科医業のみは除く。）であって、患者の入院施設を有

しないもの又は患者19人以下の入院施設を有するもの 

歯科診療所 

 歯科医師が歯科医業を行う場所であって、患者の入院施設を有しないもの又は患者19人以下の入院施設を

有するもの 
 

(2) 病院の種類 

精 神病院  精神病床のみを有する病院 

結核療養所 結核病床のみを有する病院 

一 般病院 上記以外の病院（平成10年までは伝染病院も除く） 
 

地域医療支援病院  

他医療機関から紹介された患者に医療を提供し、また、他医療機関の医師等医療従事者が診療、研究又は研

修を行う体制並びに救急医療を提供し得る病院として知事が承認した病院（医療法第４条） 
 

(3) 病床の種類 

 精 神 病 床 精神疾患を有する者を入院させるための病床 

 感染症病床 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」(平成10年法律 

114号)に規定する一類感染症、二類感染症及び新感染症の患者を入院させるた 

めの病床 

 結 核 病 床 結核の患者を入院させるための病床 

療 養 病 床  病院の病床（精神病床、感染症病床、結核病床及び一般病床を除く。）又は一般診療所の病

床のうち主として長期にわたり療養を必要とする患者を入院させるための病床 

一 般 病 床 精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床以外の病床 

経過的旧その他の病床 旧医療法第７条第２項に規定する「その他の病床」であって、「医療法等の一部を 

改正する法律」の施行後、療養病床又は一般病床のいずれかに移行する届出をして 

いない病床（平成15年８月までの経過措置） 

経過的旧療養型病床群  「経過的旧その他の病床」のうち、主として長期にわたり療養を必要とする患者が 

入院する一群の病床（平成15年８月までの経過措置） 

 

(4) 開設者 

 国 

厚生労働省､独立行政法人国立病院機構、国立大学法人､独立行政法人労働者健康福祉機構､ 

その他(国の機関) ＊独立行政法人国立病院機構、国立大学法人、独立行政法人労働者健康福祉機構は、各  々

 の法律により医療法の適用については国とみなされている。 

公的医療機関 

都道府県､市町村､日赤､済生会､北海道社会事業協会､厚生連､国民健康保険団体連合会 

社会保険関係団体  

全国社会保険協会連合会､厚生年金事業振興団､船員保険会､健康保険組合及びその連合会､共済組合及びその

連合会､国民健康保険組合 
医療法人 

個人 
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その他 

 公益法人、学校法人、社会福祉法人などの上記以外の法人 

 

(5) 在院患者 

24時現在、病院の全病床及び診療所の療養病床に在院している患者をいう。 

(6) 新入院患者、退院患者 

新たに入院した患者、退院した患者をいい、入院してその日のうちに退院した患者も含む。 

(7) 外来患者 

新来、再来、往診及び巡回診療患者の区別なく、すべてを合計したものをいい、同一患者が２つ以上の診療
科で診療を受け、それぞれの科で診療録が作成された場合は、それぞれの診療科の外来患者として取扱う。 

(8) １日平均在院患者数 

年間在院患者延数 

当該年の年間日数 

(9) １日平均外来患者数 

年間外来患者延数 

当該年の年間日数 

(10)  病床利用率 
        年 間 在 院 患 者 延 数  

( 月間日数 × 月末病床数 ) の1月～12月の合計 

(11) 平均在院日数 

年 間 在 院 患 者 延 数  

1/2 × ( 年間新入院患者数 ＋ 年間退院患者数 ) 

ただし、療養病床については、次式による。 
年 間 在 院 患 者 延 数  

1/2 × 年間新入院患者数＋年間            ＋年間退院患者数＋年間同一医療機関内の他の
病床から移された患者数 

※ 
※平成16年は366日 

※ 
※平成16年は366日 

 
 

×100 

同一医療機関内の他の
病床へ移された患者数 

(12)従事者 

  10月１日24時現在に在籍する者をいい、有する免許の種類等により計上している。 

 

(13)常勤換算 

  非常勤者について、その職務に従事した1週間の勤務時間を、当該医療施設の通常の1週間の勤務時間で除

した数である。 
 
                  
  常勤換算 =            医療施設で定めている1週間の勤務時間 

非常勤者の1週間の勤務時間 
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結果の概要 
 

Ⅰ 医療施設調査 

１ 施設数 

 
平成 16 年 10 月１日現在における全国の医療施設総数は 174,698 施設で、そのうち、「休止・１年以上

休診中」の施設を除いた活動中の施設は172,685 施設（医療施設総数の 98.8%）となっている。   
以下の内容は、その「活動中の施設」について取りまとめたものである。 

 
(1) 施設の種類別にみた施設数 

 
医療施設は172,685施設で、前年に比べ1,685施設(1.0%)増加している。 
病院は 9,077施設で、前年に比べ45施設（0.5%）減少している。 
施設数の年次推移をみると、平成２年（10,096 施設）をピークにその後減少しており、平成４年からは  

１万施設を下回っている。 
 「療養病床を有する病院」は 4,291 施設で、前年に比べ 80 施設（1.9%）増加しており、病院総数の

47.3%となっている。 
 一般診療所は 97,051 施設で、前年に比べ 1,001 施設（1.0%）増加しており、昭和 63 年以降増加を続

けている。 
一般診療所のうち有床一般診療所は 14,765 施設（一般診療所数の 15.2%）、無床一般診療所は82,286

施設(同 84.8%)となっている。 
 歯科診療所は 66,557 施設で、前年に比べ 729 施設（1.1%）増加している。（表１、図１、図２） 

 
（参考） 統計表１ 施設の種類別にみた施設数・病床数及び人口10万対施設数・病床数の年次推移(p30) 

統計表11 施設の種類別にみた動態状況の年次推移（p41） 

 

表１ 施設の種類別にみた施設数 

　   各年10月1日現在

構成割合(%)

平成16年 平成15年 平成16年 平成15年
（2004） （2003） （2004） （2003）

総数  172 685  171 000 1 685  1.0 ・ ・

病院  9 077  9 122 △    45 △   0.5  100.0  100.0 

精神病院  1 076  1 073   3  0.3  11.9  11.8 

結核療養所   2   2   0 0.0 0.0 0.0 

一般病院  7 999  8 047 △    48 △   0.6  88.1  88.2 

　（再掲）療養病床を有する
           病院

 4 291  4 211   80  1.9  47.3  46.2 

一般診療所  97 051  96 050  1 001  1.0  100.0  100.0 

有床  14 765  15 371 △   606 △   3.9  15.2  16.0 

　（再掲）療養病床を有する
           一般診療所

 2 543  2 639 △    96 △   3.6 2.6 2.7

無床  82 286  80 679  1 607  2.0  84.8  84.0 

歯科診療所  66 557  65 828   729  1.1  100.0  100.0 

有床   54   58 △     4 △   6.9  0.1  0.1 

無床  66 503  65 770   733  1.1  99.9  99.9 

施設数 対前年

増減数 増減率(%)

 



 6

 
 

図１ 施設数の年次推移 
                                                   各年 10 月 1 日現在 
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図２ 病院の施設数の年次推移 
                                                          各年 10 月 1 日現在 
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(2) 開設者別にみた施設数 
 

病院の施設数を開設者別にみると、病院は、「医療法人」が 5,644 施設（病院数の 62.2%）と最も多く、

次いで「公的医療機関」が1,377 施設（同 15.2%）となっている。「医療法人」は増加して、「個人」は

減少している。一般診療所は、「個人」が 51,730 施設（一般診療所数の 53.3%）と最も多く、「医療法

人」が増加しているのに対し、「個人」は減少している。歯科診療所は、「個人」が 57,610 施設(歯科診

療所数の 86.6%)と最も多く、「個人」は増加している。（表２） 
この一年間の開設者の変更状況をみると、病院は、「個人」から「医療法人」に 54 施設が変更してい

る。一般診療所は、「医療法人」から「個人」へ 58 施設、「個人」から「医療法人」に 1,064 施設が変

更している。歯科診療所は、「医療法人」から「個人」へ 56 施設、「個人」から「医療法人」に 342 施

設が変更している。(表３，表４) 
 

（参考） 統計表２ 開設者別にみた病院数及び病院病床数の年次推移（p31） 

統計表３ 開設者別にみた一般診療所数及び歯科診療所数の年次推移（p32） 

統計表４ 開設者・施設の種類別にみた施設数（p33） 

 
表２ 開設者別にみた施設数

　  各年10月1日現在

平成16年 平成15年 平成16年 平成15年

（2004） （2003） （2004） （2003）

病院 9 077 9 122 △   45 △   0.5  100.0  100.0 

  国  304  323 △   19 △   5.9  3.3  3.5 

　公的医療機関 1 377 1 382 △    5 △   0.4  15.2  15.2 

  社会保険関係団体  129  129 0  0.0  1.4  1.4 

  医療法人 5 644 5 588     56  1.0  62.2  61.3 

　個人  760  838 △   78 △   9.3  8.4  9.2 

  その他  863  862     1  0.1  9.5  9.4 

一般診療所 97 051 96 050    1 001  1.0  100.0  100.0 

  国  620  594     26  4.4  0.6  0.6 

　公的医療機関 4 119 4 171 △   52 △   1.2  4.2  4.3 

  社会保険関係団体  776  813 △   37 △   4.6  0.8  0.8 

  医療法人 29 528 28 330    1 198  4.2  30.4  29.5 

　個人 51 730 52 119 △  389 △   0.7  53.3  54.3 

  その他 10 278 10 023     255  2.5  10.6  10.4 

歯科診療所 66 557 65 828     729  1.1  100.0  100.0 

  国  1  1 0 0.0  0.0  0.0 

　公的医療機関  310  320 △   10 △   3.1  0.5  0.5 

  社会保険関係団体  13  12  1  8.3  0.0  0.0 

  医療法人 8 281 7 891     390  4.9  12.4  12.0 

　個人 57 610 57 292     318  0.6  86.6  87.0 

  その他  342  312     30  9.6  0.5  0.5 

施設数 構成割合(%)対前年

増減数 増減率(%)
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表３ 開設者別にみた施設数の動態状況 
 

(平成15(2003)年10月～平成16(2004)年9月)

病院 9 077 △   45   125   7   162   15 0 9 122 

  医療法人 5 644  56   83   5   74   7   49 5 588 

　個人  760 △   78   5  0   33   1 △    49  838 

  その他 2 673 △   23   37   2   55   7  0 2 696 

一般診療所 97 051 1 001 4 832  152 3 443  540  0 96 050 

  医療法人 29 528 1 198  801  37  502   151 1 013 28 330 

　個人 51 730 △  389 3 344  72 2 475  312 △  1 018 52 119 

  その他 15 793  192  687  43  466   77  5 15 601 

歯科診療所 66 557  729 2 420  53 1 604  140  0 65 828 

  医療法人 8 281  390  275  8  158  23  288 7 891 

　個人 57 610  318 2 100  44 1 425  115 △   286 57 292 

  その他  666  21  45  1  21  2 △     2  645 

注：「その他」は、「国」、「公的医療機関」、「社会保険関係団体」等の開設者である。

平成16年
10月１日
現　　在

開設者
変　更

減増
平成15年
10月１日
現　　在

休 止

増  減  数

開 設 再 開 廃 止

 
 
 

表４ 開設者の変更状況

平成15(2003)年10月～平成16(2004)年9月

総数 医療法人 個　人 その他

　総数   317   7   55   255 

  医療法人   56 ・   54   2 

　個人  6  5 ・  1 

  その他   255   2   1   252 

　総数  1 325   59  1 084   182 

  医療法人  1 072 ・  1 064   8 

　個人   66   58 ・   8 

  その他   187   1   20   166 

　総数   411   57   346   8 

  医療法人   345 ・   342   3 

　個人   60   56 ・   4 

  その他   6   1   4   1 

注：1)「その他」は、「国」、「公的医療機関」、「社会保険関係団体」等の開設者である。

　：2)変更前「その他」から変更後「その他」には、平成16年4月1日の独立行政法人設立に伴う

　 　 　 開設者変更を含む。

一
般
診
療
所

歯
科
診
療
所

変
 
 
 
 
更
 
 
 
 
後

変　　　更　　　前

病
　
院
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(3) 病床の規模別にみた施設数 

施設数を病床規模別にみると、病院は、150床未満が5,076施設であり、病院全体の55.9%を占めている。

（表５） 

病床規模別に病院の施設数（構成割合）の推移を10 年ごとにみると、「20～49 床」、「150～199 床」

の増減が大きくなっている。（図３） 

（参考） 統計表６ 病床の規模別にみた施設数及び構成割合の年次推移（p34） 

 

表５ 病床の規模別にみた施設数 
各年10月1日現在 

昭和59年 平成6年 平成16年 昭和59年 平成6年 平成16年
（1984） （1994） （2004） （1984） （1994） （2004）

病院  9 574  9 731  9 077 100.0 100.0 100.0 

　 20～ 49床  2 370  1 687  1 255 24.8 17.3 13.8 
　 50～ 99  2 474  2 491  2 361 25.8 25.6 26.0 
　100～149  1 380  1 574  1 460 14.4 16.2 16.1 
　150～199   886  1 063  1 244 9.3 10.9 13.7 
　200～299  1 181  1 325  1 151 12.3 13.6 12.7 
　300～399   600   733   775 6.3 7.5 8.5 
　400～499   266   350   350 2.8 3.6 3.9 
　500～599   161   198   200 1.7 2.0 2.2 
　600～699   98   132   123 1.0 1.4 1.4 
　700～799   61   68   55 0.6 0.7 0.6 
　800～899   30   34   34 0.3 0.3 0.4 
　900床以上   67   76   69 0.7 0.8 0.8 

一般診療所（有床）  26 459  22 082  14 765 100.0 100.0 100.0 

　  1～  9床  13 624  9 495  5 708 51.5 43.0 38.7 
　 10～ 19  12 835  12 587  9 057 48.5 57.0 61.3 

施設数 構成割合(%)

 
 
 

図３ 病床規模別にみた病院の施設数（構成割合）の推移 

                                               各年10月1日現在 
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(4) 診療科目別にみた施設数 
 

一般病院の施設数を診療科目別にみると、前年に比べ「4 循環器科」(80 施設増)、「30 リハビリテーシ

ョン科」（69 施設増）、「8 神経内科」(48 施設増)などが増加し、「20 産婦人科」（55 施設減）、「5 小児科」(53
施設減)、「12 外科」(42施設減)などが減少している。 
また、精神病院では、「9 心療内科」（20施設増）などが増加している。（表６） 
「小児科」を標ぼうする一般病院の構成割合は40.4%で、年々減少傾向である。また、「産婦人科」は、年々

減少傾向である。（表７、図４，図５） 
 

（参考） 統計表７ 診療科目別にみた一般病院数の年次推移（ｐ35） 

 

表６ 診療科目別にみた施設数 
（重複計上）

各年10月１日現在

一般病院 精神病院

増減率 増減率
(%) (%)

総数  7 999  8 047 △  48 △  0.6  100.0  1 076  1 073   3  0.3  100.0 

1 内科  7 314  7 344 △  30 △  0.4  91.4   689   686   3  0.4  64.0 
2 呼吸器科  2 443  2 405   38  1.6  30.5   18   17   1  5.9  1.7 

3
消化器科
 (胃腸科）

 4 212  4 170   42  1.0  52.7   32   29   3  10.3  3.0 

4 循環器科  3 674  3 594   80  2.2  45.9   29   27   2  7.4  2.7 
5 小児科  3 231  3 284 △  53 △  1.6  40.4   32   32   0  0.0  3.0 

6 精神科  1 482  1 451   31  2.1  18.5  1 075  1 072   3  0.3  99.9 
7 神経科   664   684 △  20 △  2.9  8.3   901   896   5  0.6  83.7 
8 神経内科  1 742  1 694   48  2.8  21.8   88   86   2  2.3  8.2 
9 心療内科   489   458   31  6.8  6.1   213   193   20  10.4  19.8 
10 アレルギー科   411   408   3  0.7  5.1   3   4 △  1 △  25.0  0.3 

11 リウマチ科   970   946   24  2.5  12.1   6   5   1  20.0  0.6 
12 外科  5 334  5 376 △  42 △  0.8  66.7   19   19   0  0.0  1.8 
13 整形外科  5 230  5 233 △   3 △  0.1  65.4   11   12 △  1 △  8.3  1.0 
14 形成外科   973   944   29  3.1  12.2   2   2   0 0.0  0.2 
15 美容外科   87   75   12  16.0  1.1 - - - - - 

16 脳神経外科  2 395  2 381   14  0.6  29.9   8   8   0  0.0  0.7 
17 呼吸器外科   508   490   18  3.7  6.4 - - - - - 
18 心臓血管外科   814   793   21  2.6  10.2 - - - - - 
19 小児外科   339   336   3  0.9  4.2 - - - - - 
20 産婦人科  1 469  1 524 △  55 △  3.6  18.4 - - - - - 

21 産科   197   191   6  3.1  2.5 - - - - - 
22 婦人科   706   677   29  4.3  8.8   4   4   0  0.0  0.4 
23 眼科  2 499  2 500 △   1 △　0.0  31.2   6   8 △  2 △  25.0  0.6 
24 耳鼻いんこう科  2 098  2 102 △   4 △  0.2  26.2   3   4 △  1 △  25.0  0.3 
25 気管食道科   150   152 △   2 △  1.3  1.9 - - - - - 

26 皮膚科  3 023  3 011   12  0.4  37.8   30   30   0  0.0  2.8 
27 泌尿器科  2 816  2 803   13  0.5  35.2   4   4   0 0.0  0.4 
28 性病科   65   67 △   2 △  3.0  0.8 - - - - - 
29 こう門科  1 347  1 341   6  0.4  16.8   3   3   0  0.0  0.3 

30
リハビリテー
  ション科

 4 989  4 920   69  1.4  62.4   65   64   1  1.6  6.0 

31 放射線科  3 620  3 615  5  0.1  45.3   39   39   0 0.0  3.6 
32 麻酔科  2 510  2 471   39  1.6  31.4   11   8   3  37.5  1.0 

33 歯科  1 230  1 248 △  18 △  1.4  15.4   208   208   0 0.0  19.3 
34 矯正歯科   132   128   4  3.1  1.7   3   3   0 0.0  0.3 
35 小児歯科   133   132   1  0.8  1.7   2   2   0 0.0  0.2 
36 歯科口腔外科   692   671   21  3.1  8.7   7   6   1  16.7  0.7 

施設数に
対する

割合 (%)

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

平成16年
(2004)

平成15年
(2003) 増減数 増減数

施設数に
対する

割合 (%)

対前年 対前年
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表７ 小児科、産婦人科、産科を標ぼうする施設数の年次推移 
各年10 月１日現在 

構成
割合
(%)

構成
割合
(%)

構成
割合
(%)

構成
割合
(%)

構成
割合
(%)

構成
割合
(%)

平成元年 (1989) 4 000 44.5  … … 2 166 24.1  286 3.2 … … … … 

2 ( '90) 4 119 45.7  27 747 34.3 2 189 24.3  270 3.0 5 388 6.7  604 0.7

3 ( '91) 4 090 45.5  … … 2 163 24.1  270 3.0 … … … … 

4 ( '92) 4 021 45.3  … … 2 117 23.8  285 3.2 … … … … 

5 ( '93) 4 025 46.0  27 370 32.5 2 121 24.2  218 2.5 4 869 5.8  640 0.8

6 ( '94) 3 938 45.6  … … 2 061 23.9  220 2.5 … … … … 

7 ( '95) 3 866 45.4  … … 2 011 23.6  210 2.5 … … … … 

8 ( '96) 3 844 45.6  27 095 30.8 1 996 23.7  152 1.8 4 225 4.8  929 1.1

9 ( '97) 3 768 45.1  … … 1 913 22.9  168 2.0 … … … … 

10 ( '98) 3 720 45.0  … … 1 832 22.2  200 2.4 … … … … 

11 ( '99) 3 528 42.9  26 788 29.3 1 681 20.4  203 2.5 4 096 4.5  849 0.9

12 (2000) 3 474 42.3  … … 1 625 19.8  212 2.6 … … … … 

13 ( '01) 3 433 42.0  … … 1 589 19.4  214 2.6 … … … … 

14 ( '02) 3 359 41.4  25 862 27.3 1 553 19.1  197 2.4 3 878 4.1  770 0.8

15 ( '03) 3 284 40.8  … … 1 524 18.9  191 2.4 … … … … 

16 ( '04) 3 231 40.4  … … 1 469 18.4  197 2.5 … … … … 

産婦人科、産科を標ぼうする施設

一般病院 一般診療所

小児科
施設数

小児科
施設数

産婦人科
施設数

産科
施設数

産婦人科
施設数

産科
施設数

小児科を標ぼうする施設

一般病院 一般診療所

 
注：平成元年～平成7年の一般病院には、ハンセン病療養所は含まない。 

 
 

図４ 小児科を標ぼうする一般病院数の年次推移   図５ 産婦人科、産科を標ぼうする一般病院数の 
年次推移       

各年10 月1 日現在                              各年10 月1 日現在 
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（5) 療養病床を有する施設数 
 

療養病床を有する病院は 4,291 施設で、前年に比べ 80 施設（1.9％）増加、療養病床を有する一般

診療所は 2,543 施設で、前年に比べ96施設（3.6％）減少している。（図６） 
療養病床を有する病院は、50～199床の病床規模の施設において設置されている割合が高い。（表８） 
また、許可病床に占める割合別に療養病床を有する施設数をみると、「100%」療養病床の施設が1,438施

設（33.5%）と最も多く、次いで「50～59％」が515施設（12.0%）となっている。（図７） 
 
（参考） 統計表10 都道府県別にみた療養病床を有する施設数・病床数及び65歳以上人口10万対療養病床数（ｐ40） 

 
図６ 療養病床を有する施設数の年次推移 

各年 10 月 1 日現在 
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注：「療養病床」は、平成12年までは「療養型病床群」であり、平成13・14年は「療養病床」及び「経過的旧療養型病床群」である。 

 
 

表８ 病院の病床規模別にみた療養病床を有する    図７ 病院の病床に占める療養病床を割合別にみた 

    施設数                       施設数  

平成16（2004）年10月1日現在                平成16（2004）年10月1日現在 

構成割合
（％）

総  数  9 077 4 291 47.3

　 20～ 49床  1 255  507 40.4

　 50～ 99  2 361 1 369 58.0

　100～149  1 460  885 60.6

　150～199  1 244  705 56.7

　200～299  1 151  467 40.6

　300～399   775  220 28.4

　400～499   350  68 19.4

　500～599   200  31 15.5

　600～699   123  17 13.8

　700～799   55  9 16.4

　800～899   34  2 5.9

　900床以上   69  11 15.9
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２ 病床数 
 
(1) 病床の種類別にみた病床数 

 
 病院の病床数は 1,631,553 床で、前年に比べ 588 床（0.04%）減少しており、 平成４年（1,686,696
床）をピークに年々減少している。 
 病床の種類別にみると、「一般病床」は 912,193 床で、前年に比べ 6,877 床（0.7%）減少しているが、

「療養病床」は 349,450 床で、前年に比べ 7,107 床（2.1%）増加している。 
 「精神病床」は 354,927 床で、前年に比べ 479 床（0.1%）増加している。 
 一般診療所の病床数は 181,001 床で、前年に比べ 6,893 床（3.7%）減少している。昭和 55 年（287,835
床）をピークに減少傾向である。「療養病床」は 24,373 床で、前年に比べ 467 床（1.9%）減少してい

る。 
病院の病床の種類別構成割合をみると、「一般病床」55.9%、「精神病床」21.8%、「療養病床」21.4%

となっている。（表９、図８、図９） 
 

   （参考） 統計表１ 施設の種類別にみた施設数・病床数及び人口10万対施設数・病床数の年次推移（p30） 
 
 
 

表９ 病床の種類別にみた病床数 
    各年10月1日現在

平成16年 平成15年 平成16年 平成15年
（2004） （2003） （2004） （2003）

総数 1 812 722 1 820 212 △ 7 490 △0.4 ・ ・ 

病院 1 631 553 1 632 141 △   588 △0.0  100.0  100.0 

 精神病床  354 927  354 448   479 0.1  21.8  21.7 

　精神病院  264 029  262 591  1 438 0.5  16.2  16.1 

　一般病院  90 898  91 857 △   959 △1.0  5.6  5.6  

 感染症病床  1 690  1 773 △    83 △4.7  0.1  0.1  

 結核病床  13 293  14 507 △ 1 214 △8.4  0.8  0.9 

　結核療養所   168   168 0 0.0  0.0  0.0 

　一般病院  13 125  14 339 △ 1 214 △8.5  0.8  0.9  

 療養病床  349 450  342 343  7 107 2.1  21.4  21.0 

一般病床  912 193  919 070 △ 6 877 △0.7  55.9  56.3  

一般診療所  181 001  187 894 △ 6 893 △3.7  100.0  100.0 

　（再掲）療養病床  24 373  24 840 △   467 △1.9  13.5  13.2 

歯科診療所   168   177 △     9 △5.1 ・ ・ 

構成割合(%)病床数 対前年

増減数 増減率(%)
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図８ 病床の種類別にみた病院病床数の年次推移  
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注：１） 「一般病床」は、昭和59年～平成4年は「その他の病床」であり、平成5年～平成12年は「その他の病床」のうち「療養型病床群」を除いた

ものであり、平成13・14年は「一般病床」及び「経過的旧その他の病床(経過的旧療養型病床群を除く。)」である。 
２） 「療養病床」は、平成12年までは「療養型病床群」であり、平成13・14年は「療養病床」及び「経過的旧療養型病床群」である。 

 
 
 

図９ 病院病床数の構成割合  
                         平成16（2004）年10 月1日現在 
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(2) １施設当たり病床数の年次推移 

 
１施設当たり病床数は、病院は 179.7 床で、一般病院は 170.9 床となっている。（表 10） 

 
表１０ 施設の種類別にみた１施設当たり病床数 

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年
(2001) （'02） （'03） （'04）

病  院  178.2  178.8  178.9  179.7 

精神病院  244.3  244.5  244.7  245.4 

結核療養所  75.7  89.5  84.0  84.0 

一般病院  169.7  170.2  170.2  170.9 

 療養病床を有する病院（再掲）  78.3  80.8  81.3  81.4 
 
一般診療所（有床）  12.2  12.2  12.2  12.3 

   各年10月１日現在

 
 
 
(3) 開設者別にみた病床数 

  

病床数を開設者別にみると、病院の病床数は「医療法人」が 830,289 床（病院病床数の 50.9%）と最

も多く、一般診療所の病床数は「医療法人」が97,706床（一般診療所病床数の54.0%）と最も多くなってい

る。 

また、病床数を前年と比べると、病院では、「医療法人」は増加しているが、それ以外の開設者の病床数は

減少している。（表 11） 
（参考） 統計表２ 開設者別にみた病院数及び病院病床数の年次推移（p31） 

統計表５ 開設者・病床の種類別にみた病床数（p33） 
 
 

表１１ 開設者別にみた病床数 
    各年10月1日現在

１ 施 設

平成16年 平成15年 平成16年 平成15年 当 た り

（2004） （2003） （2004） （2003） 病 床 数

病院 1 631 553 1 632 141 △   588 △　 0.0  100.0  100.0  179.7 

  国  127 083  130 754 △ 3 671 △   2.8  7.8  8.0  418.0 

　公的医療機関  355 196  355 917 △   721 △　 0.0  21.8  21.8  257.9 

  社会保険関係団体  37 353  37 856 △   503 △   1.3  2.3  2.3  289.6 

  医療法人  830 289  819 697  10 592  1.3  50.9  50.2  147.1 

  個人  69 477  74 845 △ 5 368 △   7.2  4.3  4.6  91.4 

  その他  212 155  213 072 △   917 △   0.4  13.0  13.1  245.8 

一般診療所  181 001  187 894 △ 6 893 △   3.7  100.0  100.0 12.3

  国  2 362  2 331   31  1.3  1.3  1.2  10.0 

　公的医療機関  3 381  3 542 △   161 △   4.5  1.9  1.9  10.9 

  社会保険関係団体   45   45 0 0.0  0.0  0.0  6.4 

  医療法人  97 706  97 993 △   287 △   0.3  54.0  52.2  13.8 

  個人  75 481  81 951 △ 6 470 △   7.9  41.7  43.6  10.8 

  その他  2 026  2 032 △     6 △   0.3  1.1  1.1  11.8 

注：一般診療所の「１施設当たり病床数」は、有床診療所に対する数値である。

病床数 構成割合(%)対前年

増減数 増減率(%)
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(4) 病床規模の変更状況 
 

この１年間に病床規模を変更した病院 665 施設のうち、増床した施設は 272 施設、減床した施設は 393
施設となっている。（表 12）  
病床規模の変更をした一般診療所 925 施設のうち、増床した施設は 155 施設、減床した施設は 770 施

設となっている。（表 13） 
 

表１２ 病院の病床規模の変更状況 
平成15(2003)年10月～平成16(2004)年９月

増
272

減
393

増
16

減
25

増
40

減
55

増
27

減
34

増
27

減
37

増
22

減
49

増
21

減
38

増
5

減
13

増
4

減
12

増
2

減
11

増
3

減
6

 増
3

減
4

増
6

減
 15

注 ：      は、同規模内における変更（増減）施設数である。

病　　床　　数　　変　　更　　前　　の　　病　　床　　規　　模

総　数

病
　
　
床
　
　
数
　
　
変
　
　
更
　
　
後
　
　
の
　
　
病
　
　
床
　
　
規
　
　
模

 75  33  23

 41
 14

800～
　　899

 11  

 8  

 59

700～
　　799

 21  

20

 55  

 126  

 27  

 61

2

1 3
 71

 64

4

1 4
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13
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20～
　49床
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　99
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　　149
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　　199

11 1
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 84  
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 99  

 93  

 31  

 13  
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　　699
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　　399
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　　499
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　　599

総 数
20～

　49床

 665  

1
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 　99
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　  149
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　　199
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　 299
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 95

 97  87  109  21  8  21
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  　599

600～
　　699

700～
   799

800～
　　899

900床
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 11

300～
　　399

400～
　　499

2

12

15

 57  123

1

1

 13

 7

1

14 1

11
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表１３ 一般診療所の病床規模の変更状況 
平 成 15(2 0 0 3 )年 10月 ～ 平 成 16(2 0 0 4 )年 ９ 月

総  数

増
155

減
770

増
15

減
55

増
57

減
81

注 ：       は 、 同 規 模 内 に お け る 変 更 （ 増 減 ） 施 設 数 で あ る 。

10～ 19  2 0

 4 0

 2 3
1 3 8

変
　
更
　
後

総 　 数

 5 6 3  

 1 8 1  

 1 8 1  

無 床

1～ 9

 6 3
 9 2 5  

・

病 床 数 変 更 前 の 病 床 規 模

無  床 1～ 9 10～ 19

 4 7 6

7 1

2 6 7

 7 0

 3 8 6

 2 9 6
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(5) 都道府県別にみた病院の人口 10 万対病床数 
 

「一般病床」の人口 10 万対病床数は、全国（714.4 床）で、都道府県別にみると、岡山県（992.9 床）

が最も多く、次いで香川県（985.8 床）、大分県（962.7 床）であり、埼玉県（483.4 床）、千葉県（539.9
床）、神奈川県（553.0 床）などが少なくなっている。 
「精神病床」の人口 10 万対病床数は全国（278.0 床）で、都道府県別にみると、鹿児島県（568.9 床）

が最も多く、次いで長崎県（547.0 床）、宮崎県（535.7 床）であり、滋賀県（165.2 床）、神奈川県（169.0
床）、埼玉県（189.3 床）などが少なくなっている。（図 10） 

（参考） 統計表9  都道府県－14大都市･中核市(再掲)別にみた病床数及び人口10万対病床数（p38） 
 

図１０ 都道府県別にみた病院の人口 10 万対病床数 
平成16(2004)年10月１日現在 
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(6) 療養病床数 

療養病床数は373,823床となっており、前年に比べ6,640床（1.8％）増加している。 
65 歳以上人口 10 万対療養病床数は、全国で 1,502.7 床で、前年に比べ 7.6 床（0.5%）減少している。

（表14） 
 (参考) 統計表1  施設の種類別にみた施設数･病床数及び人口10万対施設数･病床数の年次推移（p30） 

 
表１４ 療養病床を有する施設の病床数 

各年10月１日現在
平成16年 平成15年 対前年
(2004) (2003) 増減数 増減率（％）

療養病床数  373 823    367 183    6 640    1.8   

病 　院　  349 450    342 343    7 107    2.1   
　 49床以下 16 271   16 347   △   76   △  0.5   
　 50～ 99 71 056   69 413   1 643    2.4   
　 100～299 199 949   195 444   4 505    2.3   
　 300床以上 62 174   61 139   1 035    1.7   

一般診療所  24 373    24 840   △  467   △  1.9   

1 502.7 1 510.4 △    7.6 △  0.5   

（再 掲）　病　院 1 404.8 1 408.2 △    3.4 △  0.2   

65歳以上人口10万対療養病床数

 
 

(7) 都道府県別にみた65歳以上人口10万対療養病床数 
        

65 歳以上人口 10 万対療養病床数を都道府県別にみると、高知県（3,980.3 床）が最も多く、次いで熊

本県（2,977.9 床）、山口県（2,915.0 床）であり、山形県（648.2 床）、長野県（759.6 床）、宮城県

（801.3 床）などが少なくなっている。（図 11） 
 

（参考） 統計表10 都道府県別にみた療養病床を有する施設数・病床数及び65歳以上人口10万対療養病床数(p40) 
 
 

図１１ 都道府県別にみた65 歳以上人口 10 万対療養病床数    
平成16（2004）年10月１日現在   
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Ⅱ 病院報告   
１ 病院の患者数 

 
(1) 1 日平均患者数の年次推移 
 

１日平均在院患者数は1,384,846人で、前年に比べ3,877人(0.3%)減少している。 
１日平均外来患者数は1,607,849人で、平成12年をピークにその後減少しており、前年に比

べ53,520人(3.2%)減少している。 
（図１、表１、表２） 

 

（参考）統計表12 年間患者数，病院の種類－病床の種類別にみた１日平均患者数の年次推移 

 

図１ 1日平均患者数の年次推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)  １日平均在院・新入院・退院患者数 
 

１日平均在院患者数は1,384,846 人、１日平均新入院患者数は38,160 人、１日平均退院患者

数は38,163人となっている。 
このうち「一般病院」の１日平均在院患者数は 1,140,901 人で、前年に比べ 0.2%減少してい

る。 
また、「精神病院」の１日平均在院患者数は243,853人で、前年に比べ0.8%減少している。

（表１） 
 

（参考）統計表12 年間患者数，病院の種類－病床の種類別にみた１日平均患者数の年次推移 

注： １日平均外来患者数については、現行の算出式で再計算したため、平成11年までの報告書と一致していない。
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表１ １日平均在院・新入院・退院患者数       

各年間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(3)  １日平均外来患者数 
１日平均外来患者数は1,607,849人で、前年に比べ3.2％減少している。 
このうち「精神病院」は 49,072 人で、前年に比べ 3.8％増加し、「一般病院」は1,558,767 人で、

前年に比べ3.4％減少している。（表２） 
 
（参考）統計表 12 年間患者数，病院の種類－病床の種類別にみた１日平均患者数の年次推移 

 
 

表２ 1日平均外来患者数 
 

各年間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

対前年
増減率

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

対前年
増減率

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

対前年
増減率

人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ％

総 数 1 384 846 1 388 723 △ 0.3  38 160  38 158 0.0  38 163  38 218 △ 0.1 

精 神 病 院  243 853  245 925 △ 0.8   623   607 2.6   628   613 2.4 

一 般 病 院 1 140 901 1 142 697 △ 0.2  37 536  37 550 △ 0.0  37 534  37 604 △ 0.2 

　（再掲）

精 神 病 床  83 353  84 065 △ 0.8   340   332 2.4   345   340 1.5 

療 養 病 床  327 443  308 822 6.0  1 074  1 020 5.3  1 660  1 561 6.3 

一 般 病 床  723 715  742 606 △ 2.5  36 036  36 105 △ 0.2  35 444  35 611 △ 0.5 

注：1)　総数には結核療養所を含む。　　
　　2)　月途中で病院の種類が変更された場合、患者数は月末時の病院の種類別で計上されている。
    3)　平成15年の療養病床とは、療養病床及び経過的旧療養型病床群である。
　　4)　平成15年の一般病床とは、一般病床及び経過的旧その他の病床（経過的旧療養型病床群を除く。）である。

1日平均在院患者数 1日平均新入院患者数 1日平均退院患者数

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

人 人 ％

総 数 1 607 849 1 661 369 △ 3.2 

精 神 病 院  49 072  47 255 3.8 

一 般 病 院 1 558 767 1 614 110 △ 3.4 

注：　総数には結核療養所を含む。　　

1日平均外来患者数
対前年
増減率
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 (4) 都道府県別にみた病院の人口10万対１日平均在院患者数 
 

全国の人口10万対１日平均在院患者数を病床の種類別にみると、「一般病床」は566.8人で、前年(581.9
人)に比べ 15.1 人減少、「精神病床」は 256.3 人で、前年（258.6 人）に比べ 2.3 人減少しており、

65 歳以上人口10万対１日平均在院患者数の「療養病床」は 1,316.3 人で、前年（1,270.3 人）に比べ

46.0 人増加している。 
また、都道府県別にみると、「一般病床」は大分県(817.7人)が最も多く、次いで香川県(778.2人)とな

っており、埼玉県(373.3人)、千葉県(411.4人)などが少なくなっている。「精神病床」は鹿児島県(544.3
人)が最も多く、次いで長崎県(512.2人)となっており、神奈川県(149.4人)、滋賀県(154.4人)などが少なく

なっている。「療養病床」は高知県(3,770.9人)が最も多く、次いで山口県(2,691.5人)となっており、山形

県(506.2人)、宮城県(618.3人)などが少なくなっている。（図２） 
 
（参考） 統計表14 都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた１日平均患者数 

統計表15 都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた人口10万対１日平均患者数 
 

   図２ 都道府県別にみた病院の人口10万対１日平均在院患者数 平成16(2004)年 
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(5) 都道府県別にみた病院の人口10万対１日平均外来患者数 
  

全国の人口10万対１日平均外来患者 
数は1,259.2人で、前年1,301.8人に比 
べ42.6人減少している。 
都道府県別にみると、高知県(1,913.3 

人)が最も多く、次いで香川県(1,782.9  
人)となっており、埼玉県(981.2人)、静 
岡県(985.7人)などが少なくなっている。 
（図３） 

 
（参考） 

統計表14  
都道府県－14大都市・中核市（再掲）別に 
みた１日平均患者数（p44） 

統計表15  
都道府県－14大都市・中核市（再掲）別に 
みた人口10万対１日平均患者数   

 
 
 

 
 

２ 病床利用率 
 

病院の病床利用率は 84.9％で、前年と同率である。 
病床の種類別にみると、「精神病床」は 92.3％、「一般病床」は 79.4％になっている。（表３） 

 
（参考）統計表13 人口10万対１日平均患者数・病床の種類別にみた病床利用率・平均在院日数の年次推移 

統計表16 都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた病床利用率及び平均在院日数 
 

表３ 病床の種類別にみた病床利用率 
各年間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３　都道府県別にみた病院の人口１０万対１日平均外来患者数
平成16(2004)年

1日平均外来患者数
(全国　 1,259.2人)

 1,800人以上 (1)

 1,600～1,799人(6)

 1,400～1,599人(5)

 1,200～1,399人(22)

 1,200人未満 (13)

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

％ ％
 病　　　　　院

84.9 84.9 0.0 
92.3 92.9 △ 0.6 
2.6 2.4 0.2 
48.6 46.3 2.3 
93.5 93.4 0.1 
79.4 79.7 △ 0.3 

 一 般 診 療 所

 79.9  80.8 △ 0.9 

   2)

感染症病床
結 核 病 床
療 養 病 床
一 般 病 床

　平成15年の一般病床とは、一般病床及び経過的旧その他の病床
（経過的旧療養型病床群を除く。）である。

病 　床　 利　 用 　率
対前年
増　減

療 養 病 床

注： 1) 　平成15年の療養病床とは、療養病床及び経過的旧療養型病床群で
ある。

総 数
精 神 病 床
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３ 平均在院日数 
 

(1) 病床の種類別にみた平均在院日数の年次推移 
病床の種類別平均在院日数を年次推移にみると、昭和 62 年以降全体的に短縮傾向にある。 
（図４） 

（参考）統計表13 人口10万対１日平均患者数・病床の種類別にみた病床利用率・平均在院日数の年次推移 
 

図４ 病床の種類別にみた平均在院日数の年次推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 (2) 病床の種類及び病床規模別にみた平均在院日数 
 

病院の平均在院日数は36.3日で、前年に 
比べ0.1日短くなっている。 
病床の種類別にみると、「精神病床」は 

338.0日、「一般病床」は20.2日で、前年に 
比べそれぞれ10.7日、0.5日短くなってい 
る。「療養病床」は172.6日で、前年に比べ 
0.3日長くなっている。 
また、一般診療所の「療養病床」は94.4 

日で、前年に比べ0.5日短くなっている。 
（表４） 
 
（参考） 

統計表13  
人口10万対１日平均患者数・病床の種類別にみた 
病床利用率・平均在院日数の年次推移 

統計表16  
都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた 
病床利用率及び平均在院日数 

注：1)

2)

3)

　「一般病床」は、昭和59～平成5年は「その他の病床」であり、平成5～平成12年は「その他の病床」のうち「療養型病床
群」を除いたものであり、平成13～15年は「一般病床」及び「経過的旧その他の病床（経過的旧療養型病床群を除く。）」
である。

　平成14年４月に「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が施行され、「伝染病床」は「感染症病
床」に改められた。

　「療養病床」は、平成12年までは「療養型病床群」であり、平成13～15年は「療養病床」及び「経過的旧療養型病床群」
である。
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'92
平成4

'96
8
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日

一　般　病　床

20.2日

一般病床等(再掲)

感　染　症　病　床

10.5日

一　般　病　床

療　養　病　床

感　染　症　病　床

結　核　病　床

（単位：日） 各年間

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

　病　　　院

 36.3 36.4 △  0.1 

 338.0 348.7 △ 10.7 

 10.5  8.7 1.8 

 78.1  82.2 △  4.1 

 172.6  172.3 0.3 

 20.2  20.7 △  0.5 

　一般診療所

 94.4  94.9 △  0.5 

注：1)

   2)

感染症病床

平 均 在 院 日 数
対前年
増減数

        表４  病床の種類別にみた平均在院日数

総 数

精 神 病 床

　平成15年の一般病床とは、一般病床及び経過的旧その
他の病床（経過的旧療養型病床群を除く。）である。

　平成15年の療養病床とは、療養病床及び経過的旧療養
型病床群である。

結 核 病 床

療 養 病 床

一 般 病 床

療 養 病 床
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(3) 平均在院日数別にみた施設数の構成割合 
 

平均在院日数階級別施設の構成割合をみると、「総数」は「30～60日未満」18.2%が最も高くなっている。 
「精神病床」は「180～360日未満」22.8%、「感染症病床」は「7日未満」82.4%、「結核病床」は「60

～90日未満」33.1%、「療養病床」は「180～360日未満」26.1%、「一般病床」は「14～21日未満」30.3%
がそれぞれ最も高くなっている。（表５） 
また、累積構成割合が初めて 50%を超える平均在院日数階級をみると、「精神病床」は「360～540 日未

満」、「療養病床」は「180～360日未満」、「一般病床」は「21～30日未満」となっている。（表６） 
 

表５ 病床の種類及び平均在院日数別にみた施設数の構成割合（％） 
                                           平成16(2004)年 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 病床の種類及び平均在院日数別にみた施設数の累積構成割合（％） 
                                           平成16(2004)年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総　数 精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床

総 　数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

7日未満 1.8 0.7 82.4 15.4 0.7 3.0 

  7～ 14日未満 4.7 -          11.6 1.4 0.1 7.9 

 14～ 21日 〃 16.1 0.2 3.8 0.6 0.3 30.3 

 21～ 30日 〃 13.3 0.8 1.3 1.7 0.8 27.0 

 30～ 60日 〃 18.2 3.3 0.9 18.5 10.1 21.4 

 60～ 90日 〃 7.8 5.8 -          33.1 11.9 4.7 

 90～180日 〃 10.7 10.3 -          23.9 25.3 2.9 

180～360日 〃 10.5 22.8 -          3.7 26.1 1.1 

360～540日 〃 6.7 20.1 -          0.6 12.7 0.3 

540～720日 〃 4.2 14.6 -          0.6 6.4 0.2 

720日以上 5.9 21.3 -          0.6 5.6 1.3 

注：　「７日未満」には、病床があるにもかかわらず、在院患者数がない場合が含まれる。

総　数 精神病床 感染症病床 結核病床 療養病床 一般病床

7日未満 1.8 0.7 82.4 15.4 0.7 3.0 

  7～ 14日未満 6.6 0.7 94.0 16.9 0.8 10.8 

 14～ 21日 〃 22.6 0.9 97.8 17.4 1.1 41.1 

 21～ 30日 〃 36.0 1.7 99.1 19.1 1.9 68.1 

 30～ 60日 〃 54.2 5.0 100.0 37.6 12.0 89.5 

 60～ 90日 〃 62.0 10.9 100.0 70.8 23.9 94.2 

 90～180日 〃 72.7 21.2 100.0 94.7 49.1 97.1 

180～360日 〃 83.2 44.0 100.0 98.3 75.3 98.2 

360～540日 〃 89.9 64.1 100.0 98.9 88.0 98.5 

540～720日 〃 94.1 78.7 100.0 99.4 94.4 98.7 

720日以上 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

注：　「７日未満」には、病床があるにもかかわらず、在院患者数がない場合が含まれる。
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(4) 都道府県別にみた平均在院日数  
病床の種類別平均在院日数を都道府県別にみると、「一般病床」は長野県(17.5 日)が最も短く、次い

で東京都・静岡県(18.0日)となっており、和歌山県(24.1日)、佐賀県(24.0日)、青森県(23.2日)などが長

くなっている。 
「精神病床」は東京都(245.6日)が最も短く、次いで高知県(253.9日)、島根県(255.0日)となっており、

鹿児島県(559.6日)、徳島県(559.1日)、和歌山県(460.8日)などが長くなっている。 
「療養病床」は宮城県(95.3 日)が最も短く、次いで長野県(96.0 日)、鳥取県(99.4 日)となっており、

富山県(320.7日)、沖縄県(242.2日)、山口県(240.9日)などが長くなっている。（図５） 
（参考）統計表 16 都道府県－14 大都市・中核市（再掲）別にみた病床利用率及び平均在院日数 

 
図５ 都道府県別にみた平均在院日数 

                                                平成16(2004)年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 病院における従事者 

 

平均在院日数
(全国　20.2日)

23日以上(7)

19～20日(15)

21～22日(18)

19日未満(7)

一 般 病 床

精 神 病 床

平均在院日数
(全国　388.0日)

500日以上(2)

300～399日(28)

400～499日(9)

300日未満(8)

平均在院日数
(全国　172.6日)

療 養 病 床

200日以上(10)

150～199日(20)

100～149日(14)

100日未満(3)
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４ 病院における従事者 

(1) 病院における職種別にみた従事者数 

平成16年10月１日現在、従事者総数(非常勤職員を含む)は、常勤換算で1,659,626.1人 
となっている。 
従事者数を職種別にみると、「医師」は 177,613.2 人で前年に比べ 1,715.9 人(1.0%)増加している。

このうち「医師(常勤)」は 141,515 人で前年に比べ 763 人(0.5%)減少している。 
「看護師」は558,384.8人で、10,927.8人(2.0%)増加しているが、「准看護師」は188,823.7人で、5,692.6

人(2.9%)減少している。（表７） 
 

(参考)  統計表17 都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた病院の従事者数及び100床当たり従事者数 
 

  

表７ 病院における職種別にみた従事者数 
各年10月1日現在 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総　　数

平成16年 平成15年
(2004) (2003) 増減数 増減率

人 人 人 ％ 人 人 人

1 659 626.1 1 645 077.6 14 548.5 0.9  157 834.6 1 501 702.6  150 562.6

 177 613.2  175 897.3 1 715.9 1.0 8 178.6  169 426.3  38 840.3

141 515   142 278  △  763   △  0.5 5 894  135 618  29 901  

 36 098.2  33 619.3 2 478.9 7.4 2 284.6  33 808.3  8 939.3

 9 580.4  9 649.6 △  69.2 △  0.7  133.9  9 446.5  6 835.2

7 790   7 928  △  138   △  1.7  59  7 731  5 623  

 1 790.4  1 721.6  68.8 4.0  74.9  1 715.5  1 212.2

 39 282.6  38 804.2  478.4 1.2 2 900.3  36 379.3  3 774.3

 2 709.9  2 558.3  151.6 5.9  54.1  2 655.8   367.8

 17 103.3  17 068.5  34.8 0.2  13.4  17 089.9  2 195.5

 558 384.8  547 457.0 10 927.8 2.0 41 389.3  516 973.5  60 227.7

 188 823.7  194 516.3 △  5 692.6 △  2.9 38 123.8  150 684.6  1 217.3

 199 097.1  198 814.8  282.3 0.1 27 918.9  171 168.2  4 382.3

 25 948.7  23 815.4 2 133.3 9.0  155.5  25 793.2   912.2

 15 206.9  13 502.4 1 704.5 12.6 3 331.1  11 875.8   388.5

 2 463.9  2 307.3  156.6 6.8  2.0  2 461.9   386.6

 4 545.2  3 893.5  651.7 16.7  27.7  4 517.5   193.0

  51.0 52.6 △  1.6 △  3.0 -   51.0 -
 3 848.4  3 773.8  74.6 2.0  115.0  3 733.4   862.8

  822.0   865.9 △  43.9 △  5.1  4.3   817.7   312.2

 34 886.7  34 167.0  719.7 2.1  448.8  34 436.9  3 768.6

  424.0   489.5 △  65.5 △  13.4  34.3   389.7   8.0

 45 168.1  44 969.3  198.8 0.4  930.9  44 235.5  5 911.4

  260.7   297.2 △  36.5 △  12.3  9.6   251.1   53.6

 8 743.3  8 094.0  649.3 8.0  3.0  8 740.3   827.3

 3 826.3  4 075.1 △  248.8 △  6.1  22.2  3 804.1   42.7

  711.2   716.2 △  5.0 △  0.7  3.2   708.0   3.0

 15 167.2  15 088.0  79.2 0.5 1 575.6  13 588.6   810.8

 6 997.1  7 241.8 △  244.7 △  3.4 1 158.4  5 838.7   275.3

 4 786.8  4 103.6  683.2 16.6 3 521.3  1 265.5   27.6

 2 290.6  1 956.2  334.4 17.1  70.7  2 219.9   53.2

 18 604.6  16 545.1 2 059.5 12.4 1 319.6  17 285.0   49.0

 16 907.4  17 127.1 △  219.7 △  1.3 2 275.1  14 632.3   901.7

 9 648.6  8 416.7 1 231.9 14.6 1 109.0  8 539.6   238.4

 153 040.1  151 971.0 1 069.1 0.7 9 500.0  143 530.1  12 701.7

 92 682.3  96 842.9 △  4 160.6 △  4.3 13 505.0  79 162.7  3 994.6

41 377  41 057   320 0.8  3 173  38 201  3 874  

2 766  2 587   179 6.9   56  2 710   369  

17 753  17 684   69 0.4   20  17 733  2 238  

588 085  573 828  14 257 2.5  42 938  545 125  61 380  

202 934  209 294  △  6 360 △  3.0  39 838  163 080  1 308  

管 理 栄 養 士

柔 道 整 復 師

歯 科 技 工 士

診 療 放 射 線 技 師

診療 ｴ ﾂ ｸ ｽ 線技師

臨 床 工 学 技 士

あん摩ﾏﾂｻｰｼﾞ指圧師

臨 床 検 査 技 師

衛 生 検 査 技 師

栄 養 士

そ の 他 の 職 員

精 神 保 健 福 祉 士

そ の 他 の 技 術 員

医療社会事業従事者

事 務 職 員

社 会 福 祉 士

介 護 福 祉 士

視 能 訓 練 士

言 語 聴 覚 士

義 肢 装 具 士

歯 科 衛 生 士

非 常 勤

准 看 護 師

理学療法士（ＰＴ）

作業療法士（ＯＴ）

薬 剤 師

保 健 師

助 産 師

看 護 師

看 護 業 務 補 助 者

医 師

常 勤

総 数

対　前　年
精神病院
(再掲)

一般病院
(再掲)

常　　　　　　　　　　　勤　　　　　　　　　　　換　　　　　　　　　　　算

医育機関
(再掲)

非 常 勤

歯 科 医 師

注：　病院の総数には、結核療養所を含む。

実　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　　　　員

助 産 師

看 護 師

准 看 護 師

薬 剤 師

保 健 師

常 勤
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 (2) 病院における職種別にみた100床当たり従事者数 
 

従事者総数を100床当たりでみると、101.7人で前年に比べ0.9人増加している。このうち精神病院は

60.2人、一般病院は109.6人である。 
職種別にみると、「医師」は10.9人で前年に比べ0.1人増加している。 
「看護師」は34.2人で前年に比べ0.6人増加しているが、一方、「准看護師」は11.6人で前年に比べ

0.3人減少している。（表８） 
 

（参考）統計表17 都道府県－14大都市・中核市（再掲）別にみた病院の従事者数及び100床当たり従事者数 
統計表18 病床規模別にみた一般病院の100床当たり従事者数 

    

表８ 病院における職種別にみた100床当たり従事者数 
                                    各年10月1日現在 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：人）

総　　数

 101.7 100.8 0.9  60.2  109.6  161.2 
 10.9 10.8 0.1  3.1  12.4  41.6 
 8.7 8.7 0.0  2.2  9.9  32.0 
 2.2 2.1 0.1  0.9  2.5  9.6 
 0.6 0.6 0.0  0.1  0.7  7.3 
 0.5 0.5 0.0  0.0  0.6  6.0 
 0.1 0.1 0.0  0.0  0.1  1.3 
 2.4 2.4 0.0  1.1  2.7  4.0 
 0.2 0.2 0.0  0.0  0.2  0.4 
 1.0 1.0 0.0  0.0  1.2  2.3 

 34.2 33.6 0.6  15.8  37.7  64.5 
 11.6 11.9 △  0.3  14.6  11.0  1.3 
 12.2 12.2 0.0  10.7  12.5  4.7 
 1.6 1.5 0.1  0.1  1.9  1.0 
 0.9 0.8 0.1  1.3  0.9  0.4 
 0.2 0.1 0.1  0.0  0.2  0.4 
 0.3 0.2 0.1  0.0  0.3  0.2 
 0.0 0.0   0.0 -　  0.0 -　
 0.2 0.2 0.0  0.0  0.3  0.9 
 0.1 0.1 0.0  0.0  0.1  0.3 
 2.1 2.1 0.0  0.2  2.5  4.0 
 0.0 0.0   0.0  0.0  0.0  0.0 
 2.8 2.8 0.0  0.4  3.2  6.3 
 0.0 0.0   0.0  0.0  0.0  0.1 
 0.5 0.5 0.0  0.0  0.6  0.9 
 0.2 0.2 0.0  0.0  0.3  0.0 
 0.0 0.0   0.0  0.0  0.1  0.0 
 0.9 0.9 0.0  0.6  1.0  0.9 
 0.4 0.4 0.0  0.4  0.4  0.3 
 0.3 0.3 0.0  1.3  0.1  0.0 
 0.1 0.1 0.0  0.0  0.2  0.1 
 1.1 1.0 0.1  0.5  1.3  0.1 
 1.0 1.0 0.0  0.9  1.1  1.0 
 0.6 0.5 0.1  0.4  0.6  0.3 
 9.4 9.3 0.1  3.6  10.5  13.6 
 5.7 5.9 △  0.2  5.2  5.8  4.3 

 2.5 2.5  0.0  1.2 2.8  4.1 

 0.2 0.2  0.0  0.0 0.2  0.4 

 1.1 1.1  0.0  0.0 1.3  2.4 

 36.0 35.2  0.8  16.4 38.9  65.7 

 12.4 12.8 △  0.4  15.2 12.3  1.4 

注：　病院の総数には、結核療養所を含む。

作業療法士（ＯＴ）
視 能 訓 練 士

薬 剤 師

准 看 護 師
看 護 業 務 補 助 者
理学療法士（ＰＴ）

総 数

非 常 勤

助 産 師
看 護 師

保 健 師

医 師
常 勤

歯 科 医 師
常 勤
非 常 勤

言 語 聴 覚 士
義 肢 装 具 士
歯 科 衛 生 士
歯 科 技 工 士
診 療 放 射 線 技 師

介 護 福 祉 士

診療 ｴ ﾂ ｸ ｽ 線技師

臨 床 工 学 技 士

臨 床 検 査 技 師
衛 生 検 査 技 師

柔 道 整 復 師

栄 養 士

あん摩ﾏﾂｻｰｼﾞ指圧師

管 理 栄 養 士

精神病院
(再掲)

一般病院
(再掲)

医育機関
(再掲)

そ の 他 の 職 員

精 神 保 健 福 祉 士

そ の 他 の 技 術 員
医療社会事業従事者
事 務 職 員

社 会 福 祉 士

平成16年
(2004)

平成15年
(2003)

対前年
増減数

常　　　　　　　　勤　　　　　　　　換　　　　　　　　算

看 護 師

准 看 護 師

実　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　員

薬 剤 師

保 健 師

助 産 師
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(3) 病院における100床当たり従事者数の年次推移  
100床当たり従事者数の年次推移は、「医師(常勤)」は昭和59年には6.3人であったが、平成16年に

は8.7人となっている。 
また、「看護師(実人員)」は昭和59年には18.3人であったが、年々増加し平成16年には36.0人とな

っている。（図６） 

 
図６ 病院における100床当たり従事者数の年次推移 

各年10月1日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          【参考】 

医師
(常勤＋非常勤）

医師
（常勤）

看護師
（実人員）

准看護師
（実人員）

…　  6.3   18.3   13.3  

…　  6.5   18.9   13.4  

…　  6.6   19.4   13.6  

 8.5   6.8   19.8   13.7  

 8.6   6.8   20.1   13.8  

 8.7   7.0   20.5   13.8  

 8.8   7.1   21.1   13.9  

 8.9   7.2   21.6   13.9  

 9.1   7.3   22.6   14.1  

 9.3   7.5   23.8   14.4  

 9.4   7.7   25.1   14.5  

 9.6   7.9   26.4   14.7  

 9.8   8.0   27.4   14.7  

 9.9   8.1   28.5   14.7  

 10.0   8.2   29.5   14.5  

 10.1   8.3   30.9   14.0  

 10.2   8.4   31.9   13.6  

 10.3   8.5   32.6   13.4  

 10.6   8.7   33.8   13.2  

 10.8   8.7   35.2   12.8  

 10.9   8.7   36.0   12.4  

　 　 13　 (  ' 01)

　 　 14　 (  ' 02)

　 　 15　 (  ' 03)

　 　 16　 (  ' 04)

　 　  9　 (  ' 97)

　 　 10　 (  ' 98)

　 　 11　 (  ' 99)

　 　 12　 ( 2000)

　 　  5　 (  ' 93)

　 　  6　 (  ' 94)

　 　  7　 (  ' 95)

　 　  8　 (  ' 96)

昭和59年( 1984)

　 　 63　 (  ' 88)

　 　 60　 (  ' 85)

　 　 61　 (  ' 86)

　 　 62　 (  ' 87)

平成元年(  ' 89)

　 　  2　 (  ' 90)

　 　  3　 (  ' 91)

　 　  4　 (  ' 92)

0
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昭和59年

'88

63

'92

平成4
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8

2000
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16

人

注：昭和61年以前の「医師」については、「医師(非常勤)」を常勤換算していないため掲載していない。

看護師（実人員）

准看護師（実人員）

医師

医師(常勤)

36.0人

12.4人

10.9人

8.7人


